
「
岡
目
一
目
」

　

戦
争
中
の
あ
の
明
治
神
宮
外

苑
で
の
学
徒
出
陣
壮
行
会
は
、

あ
ま
り
に
も
有
名
だ
。
雨
の

中
、
泥
水
を
跳
ね
上
げ
て
の
一

糸
乱
れ
ぬ
整
然
と
し
た
分
列
行

進
は
、
当
時
の
映
画
ニ
ュ
ー
ス

で
全
国
に
伝
え
ら
れ
た
。

　

終
わ
っ
て
み
れ
ば
、
そ
れ
は

敗
戦
に
向
か
っ
て
の
死
の
行
進

で
あ
っ
た
。
雨
の
中
で
の
悲
壮

感
漂
う
シ
ー
ン
が
、
そ
の
後
何

千
回
、
何
万
回
と
新
聞
や
Ｔ
Ｖ

な
ど
で
使
わ
れ
た
。

　

行
進
を
す
る
一
人
一
人
に

は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
事
情
が
あ
り

何
を
考
え
て
い
た
と
し
て
も
、

全
体
と
し
て
は
送
る
方
も
送
ら

れ
る
方
も
一
糸
乱
れ
ぬ
整
然
と

し
た
も
の
で
あ
っ
た
、
と
い
う

こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

　

し
か
し
行
進
の
出
口
の
と
こ

ろ
へ
は
、
堪
り
か
ね
た
女
学
生

の
群
れ
が
殺
到
し
た
と
い
う
。

無
言
の
ま
ま
の
そ
の
顔
は
、
皆

雨
と
涙
で
ズ
ブ
濡
れ
だ
っ
た
そ

う
だ
。
こ
の
シ
ー
ン
は
記
録
に

は
残
っ
て
は
い
な
い
。

　
「
死
な
な
い
で
」
と
は
言
え

な
か
っ
た
時
の
そ
の
涙
は
、
腹

の
底
か
ら
の
種
の
保
存
本
能
の

よ
う
な
命
の
叫
び
だ
っ
た
と
思

う
。

　

ま
た
八
月
十
五
日
が
来
る
。

　
　
　
　
　
〈
ガ
ン
モ
ン
モ
筆
〉

（
一
社
）高
山
市
文
化
協
会
加
盟
団
体

文
化
協
会
後
援
　
催
事
の
お
知
ら
せ

裏
千
家
淡
交
会 

飛
騨
学
校
茶
道

連
絡
協
議
会 

第
７
回
交
流
茶
会

◇
日
時　

八
月
五
日
（
水
）　

午

前
九
時
～
午
後
二
時
三
十
分

◇
会
場　

文
化
会
館
四
階
―

七

◇
呈
茶
券　

千
円（
学
生
五
百
円
）

日
本
の
太
鼓
頂
上
響
演

◇
日
時　

八
月
十
六
日
（
日
）　 

午
後
一
時
～

◇
会
場　

飛
騨
・
世
界
生
活
文
化

セ
ン
タ
ー

◇
料
金　

全
席
自
由　

二
千
円
、

高
校
生
以
下　

無
料

ミ
ル
ロ
ー
ズ
バ
レ
エ
ス
タ
ジ
オ
発
表
会

◇
日
時　

八
月
十
六
日
（
日
）　

午
後
三
時
三
十
分
～

◇
会
場　

文
化
会
館
大
ホ
ー
ル

◇
入
場
無
料

暁
友
会
飛
騨
本
部　

独
吟
発
表
会

◇
日
時　

八
月
三
十
日
（
日
）　

午
前
九
時
～

◇
会
場　

文
化
会
館
三
階
講
堂

◇
入
場
無
料

　

手
許
に
あ
る
『
高
山
市
文
化
協

会
創
立
五
十
周
年
記
念
誌
』
に
、

私
は
こ
ん
な
こ
と
を
書
い
て
い

る
。「
今
思
え
ば
、
不
可
思
議
と
さ

え
考
え
ら
れ
る
よ
う
な
、
終
戦
当

時
の
食
糧
不
足
、
物
不
足
。
飢
餓

状
態
の
北
朝
鮮
や
、
ア
フ
リ
カ
の

報
道
を
見
な
が
ら
、
そ
れ
に
近
か

っ
た
か
つ
て
の
日
本
の
こ
と
を
思

う
。
国
民
は
食
べ
物
だ
け
に
飢
え

て
い
た
の
だ
ろ
う
か
。
食
べ
物
と

同
じ
よ
う
に
、
文
化
や
、
娯
楽
に

も
飢
え
て
い
た
の
で
あ
っ
た
。」

　

そ
ん
な
状
況
の
中
の
昭
和

二
十
四
年
四
月
三
十
日
、
高
山
市

文
化
協
会
は
生
ま
れ
た
。
主
な
事

業
と
い
え
ば
、
現
在
も
続
い
て
い

る
史
跡
め
ぐ
り
と
文
化
祭
（
文
化

フ
ォ
ー
ラ
ム
）
な
ど
が
あ
る
が
、

頻
繁
に
行
わ
れ
て
い
た
の
が
文
化

講
演
会
で
あ
っ
た
。

　

先
日
、
家
内
が
通
っ
て
い
る
書

道
塾
の
人
か
ら
「
何
か
参
考
に
な

れ
ば
」
と
い
た
だ
い
て
来
た
一
枚

の
写
真
。

　高山市文化協会では、高山市文化伝承館において「道伝えの日」
事業を行っています。その一環として、仲秋の名月（9月27日）に
ちなみ広く短歌を募集し、「お月見歌会」を開きます。
　選者に、短歌結社「新アララギ」代表で日本短歌クラブ幹事の
雁部貞夫先生をお招きし、優秀作を選びます。また、雁部先生から、
作品の講評やアドバイスも受けられますので、ぜひ、ご応募ください。
　優秀作は、広報「高山の文化」に掲載させていただきます。

募集作品　　・一般の部　　課題歌「月」　一首
　　　　　　　　　　　　 自由歌　　　一首
　　　　　　・高校生の部　課題歌「月」　一首
応募方法　メールまたは郵送で（必ず住所、氏名、電話番号を
　　　　　記入、高校生は学校、学年も）。
　　　　　郵送先　〒506-0053　高山市昭和町1　
　　　　　　　　　市民文化会館内　高山市文化協会　
　　　　　メールアドレス　mail＠takayama-bunka.org
締め切り　9月1日（火）（当日消印有効）

　「お月見歌会」
　（優秀作の発表、講評、賞品授与、歌会、雁部貞夫先生講演）
　　日 時　10月3日（土）　午後1時30分～
　　場 所　高山市文化伝承館（高山市城山）

　

前
列
に
腰
掛
け
て
お
ら
れ
る
の

が
真
木
潔
さ
ん
。真
木
さ
ん
は
、後

に
文
化
協
会
の
会
長
に
就
か
れ
る

が
、普
段
は
あ
ま
り
表
に
出
ず
、専

ら
知
恵
袋
と
し
て
舞
台
廻
し
に
徹

し
て
お
ら
れ
た
。こ
の
写
真
は
、昭
和

四
十
年
十
一月
六
日
に
高
山
商
工
会

議
所
会
議
室
で
行
わ
れ
た
文
芸
講

演
会
の
出
演
者
の
貴
重
な
記
録
。

　

前
列
真
木
さ
ん
の
左
側
が『
蛍
の

河
』で
直
木
賞
を
受
賞
し
た
伊
藤
桂

一
氏
。当
日
の
演
題
は「
歴
史
文

学
と
私
」で
あ
っ
た
。次
に
、『
孤
愁

の
岸
』で
直
木
賞
を
受
賞
し
た
吉

川
英
治
門
の
杉
本
苑
子
氏
。そ
の

左
は
、『
炎
環
』で
直
木
賞
を
受
賞

し
歴
史
小
説
で
活
躍
し
た
永
井
路

子
氏
。次
の
ベ
レ
ー
帽
を
か
ぶ
っ
て
お

ら
れ
る
の
は
、『
は
ぐ
れ
念
仏
』で
直

木
賞
受
賞
の
寺
内
大
吉
氏
。後
列

右
端
は
、ゾ
ル
ゲ
事
件
の
真
相
解
明

に
携
わ
る
文
芸
評
論
家・尾
崎
秀

樹
氏
。そ
の
左
は
、今
回
の
講
演
会

開
催
に
協
力
し
て
く
れ
た
大
衆
文

学
研
究
会
の
担
当
係
員
と
い
う
、

錚
々
た
る
顔
ぶ
れ
で
あ
っ
た
。

　

何
し
ろ
、
当
時
は
適
切
な
会
場

と
て
無
く
、
市
農
協
の
会
議
室
や

労
働
会
館
の
会
議
室
を
よ
く
お
借

り
し
た
。
こ
う
し
た
催
し
の
詳
細

は
、
遠
い
日
の
事
で
も
あ
り
記
憶

が
曖
昧
だ
が
、
特
に
印
象
に
残
っ
た

の
が
昭
和
四
十
六
年
に
労
働
会
館

で
行
わ
れ
た
、
高
木
東
六
氏
の
講

演
会
。
自
ら
ピ
ア
ノ
を
弾
き
な
が

ら
、
ク
ラ
シ
ッ
ク
風
や
ジ
ャ
ズ
風
と

　
戦
後
七
十
年
に
寄
せ
て

戦
後
高
山
の
文
化
活
動
の
一コ
マ

小
鳥 

幸
男

お月見歌会
道伝えの日道伝えの日

お月見歌会
短歌
募集

弾
き
分
け
て
語
り
、『
水
色
の
ワ
ル

ツ
』
の
作
曲
家
と
し
て
の
方
が
有

名
に
な
り
す
ぎ
て
、
本
来
の
作
曲

家
活
動
の
真
価
を
世
に
認
め
て
も

ら
え
な
い
不
満
を
、
一
寸
覗
か
せ
ら

れ
た
記
憶
が
あ
る
。

　
一
枚
の
写
真
か
ら
話
題
が
広
が
っ

た
が
、
人
間
の
記
憶
力
に
は
限
度

が
あ
る
こ
と
を
、
つ
く
づ
く
思
い
知

ら
さ
れ
た
。

昭和40年11月6日　文化講演会の出演者推定

真
木　

潔

伊
藤
桂
一

杉
本
苑
子

永
井
路
子

寺
内
大
吉

桑
山
泰
三

長
瀬
収
平

尾
崎
秀
樹


